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満
開
の
桜
の
下
で
音
楽
を
堪
能　

　

４
月
16
日
（
土
）
に
、
東
六
番

丁
小
学
校
の
校
庭
で
「
東
六
小
の

桜
と
音
楽
を
愛
で
る
会
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
東
六
地
区
連
合
町
内
会
が

主
催
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
」
が
満
開
に
咲
き

誇
る
す
ぐ
下
で
、
桜
の
す
ば
ら
し

さ
を
観
賞
し
な
が
ら
生
の
バ
ン
ド

演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
、
目
と
耳
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
毎
年
桜
が
満
開
に
な
る

こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お
り
、
好

評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
六
小
の
シ
ン
ボ
ル

　
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

　

私
た
ち
の
地
域
に
あ
る
東
六
番

丁
小
学
校
の
校
庭
に
は
、
樹
齢

４
０
０
余
年
、
高
さ
約
８
ｍ
、
幹

回
り
約
６
ｍ
も
あ
る
「
エ
ド
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い

桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
桜

は
、
承
応
３
（
１
６
５
４
）
年
、

二
代
藩
主
の
伊
達
忠
宗
公
が
、
東

照
宮
を
建
立
す
る
以
前
か
ら
こ
の

場
所
に
存
在
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
ほ
ど
、
大
変
歴
史
の
あ
る
桜
で

す
。
枝
ぶ
り
の
す
ば
ら
し
さ
や
幹

の
太
さ
が
、
静
か
に
そ
の
樹
齢
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
近
く
で
見
る

と
思
わ
ず
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
そ
の
姿
は
圧
巻
で
、
見
る

人
を
魅
了
し
ま
す
。

　

宮
城
県
で
も
群
を
抜
く
ほ
ど
大

き
く
美
し
い
桜
の
木
で
す
が
、
そ

の
存
在
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
す
。
校
庭
の
奥
に
あ

る
た
め
目
に
留
ま
り
に
く
く
、
ま

た
名
所
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
た
め
、「
知
る
人
ぞ
知
る
」

と
い
う
す
ば
ら
し
い
名
桜
な
の
で

す
。
安
全
対
策
の
た
め
、
普
段
一

般
の
方
は
校
庭
に
入
れ
ま
せ
ん

が
、
思
う
存
分
こ
の
す
ば
ら
し
い

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
を
観
賞
で
き

る
の
が
、
こ
の
「
東
六
小
の
桜
と

音
楽
を
愛
で
る
会
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
な
の
で
す
。

例
年
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト

　

昨
年
は
、
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の

演
奏
で
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
仙
台
市
立
五

城
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る

『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
の
合
唱
。
と

て
も
す
ば
ら
し
い
歌
声
や
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
六
番
丁
小
学
校
の
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
や
、
常
盤

木
学
園
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
六
番

丁
小
学
校
と
常
盤
木
学
園
高
等
学

校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
組
ん
だ

こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
演
奏
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
と
て

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
の
参
加
も
あ
り
ま

す
。
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
演
奏
や
、
学
校
の
先
生

方
で
組
ん
で
い
る
バ
ン
ド
の
演
奏

な
ど
、
様
々
な
音
楽
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
演
奏
す
る
音
楽

は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
曲
な
の

で
、
ど
の
世
代
の
方
で
も
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
感
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

　

毎
年
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露

し
て
く
れ
る
東
六
番
丁
小
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
は
と
て
も
有
名

で
す
。
現
在
は
約
30
名
の
メ
ン

バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
数
多

く
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
て
お

り
、
東
北
大
会
へ
の
出
場
も
果
た

し
て
い
ま
す
。
朝
・
夕
方
・
土
曜

日
に
自
主
練
習
を
行
っ
て
お
り
、

数
多
く
の
受
賞
は
日
々
の
練
習
の

た
ま
も
の
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し

い
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
演
奏
が
目

の
前
で
聴
け
る
の
も
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
宮
町
界
隈
の

飲
食
店
に
よ
る
出
店
も
多
数
あ
り

ま
す
。
出
店
店
舗
は
当
日
の
お
楽

し
み
で
す
。

東
六
小
学
校
の

　
桜
と
音
楽
を
愛
で
る
会

東六小学校の校庭に咲くエドヒガンザクラ ( 写真提供／國井周一 )

特集

地
域
の
つ
な
が
り
を
創
り
だ
す
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東
照
宮
の
春
祭
り
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す

　

仙
台
に
春
を
告
げ
る
祭
り
と

し
て
大
勢
の
市
民
が
参
拝
に
訪

れ
る
東
照
宮
の
春
祭
り
と
例
祭

が
４
月
の
第
３
土
曜
日
、
日
曜

日
で
、
今
年
は
16
日
と
17
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

桜
が
咲
き
誇
る
境
内
に
は
多

く
の
露
店
も
立
ち
並
び
、
両
日

と
も
東
照
宮
神
楽
の
奉
納
や
余

興
の
催
し
が
行
わ
れ
、
例
年
お

花
見
を
兼
ね
た
大
勢
の
人
で
賑

わ
い
ま
す
。
春
祭
り
の
一
番
の

見
ど
こ
ろ
は
、
神
楽
堂
で
奉
納

さ
れ
る
東
照
宮
神
楽
で
す
。
こ

れ
は
仙
台
市
無
形
文
化
財
に
も

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
楽
の
メ
ン
バ
ー
は
小
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
年
齢
層
は
幅

広
く
、
祭
り
の
１
ヵ
月
前
か
ら

練
習
を
始
め
ま
す
。
東
照
宮
神

楽
は
演
目
が
10
種
類
あ
り
、
当

日
は
そ
の
中
か
ら
１
日
６
幕
行

わ
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
。
美
し
い

桜
の
前
で
気
持
ち
よ
く
歌
え
る

こ
と
も
あ
り
、
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
人
も
多
く
、
誰
で
も

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

東
照
宮
に
は
神
楽
堂
の
ほ
か

に
も
本
堂
を
は
じ
め
唐
門
、
透

塀
、
隋
身
門
、
石
鳥
居
の
５
棟

が
国
指
定
の
重
要
文
化
財
、
手

水
舎
が
県
指
定
有
形
文
化
財
、

石
段
が
仙
台
市
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
祭
り

や
催
し
が
あ
る
日
以
外
に
も
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
木
村
く
み
）

写真上 :2010 年に開催された桜と音楽を愛
でる会。当日は雨のため体育館で行われた

写真下 : エドヒガンザクラの下でブラスバ
ンドによる演奏 ( 写真提供 : 國井周一 )

東照宮の例祭 ( 写真提供 : 宮町商店街振興組合)

　

こ
の
よ
う
に
、桜
を
目
で
見
る
、

音
楽
を
耳
で
聴
く
、
食
べ
物
を
口

で
味
わ
う
と
い
う
、
五
感
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

交
流
の
場

　
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
へ

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
桜
と
音

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
こ

と
の
他
に
、
人
々
の
交
流
の
場
に

す
る
こ
と
で
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
た
い
と
い
う
目
的
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
じ
地
域
に
住
ん
で

は
い
る
も
の
の
、
世
代
や
仕
事
の

関
係
上
、
普
段
接
す
る
機
会
の
少

な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
々
が
会
っ
て
話
せ
る

場
を
作
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
顔

が
見
え
、
話
が
で
き
、
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
顔
見
知

り
に
な
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
以
外
の

場
で
会
っ
た
際
に
も
お
互
い
あ
い

さ
つ
し
合
う
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
明
る
い
地
域
が
作

ら
れ
ま
す
。
地
域
が
明
る
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
結
果
的
に

は
、
安
全
・
安
心
で
、
み
ん
な
が

住
み
や
す
い
地
域
へ
と
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
も
う
ひ
と

つ
の
目
的
で
す
。

　

入
場
は
自
由
・
無
料
で
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

家
族
や
カ
ッ
プ
ル
、
友
達
な
ど
を

誘
っ
て
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
外
に
お
住

ま
い
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

（
安
藤
茉
美
）

イベント詳細
　開催日　：2011 年 4 月 16 日（土）
　開催時間：11 時 ~ 15 時 30 分
　開催場所：
　　仙台市東六番丁小学校
　　　校庭　エドヒガンザクラ前
　　※雨天決行 ( 雨天時は体育館にて
　　開催 ) Ｐ T Ａや宮町界隈の飲食店
　　による出店多数
　主催　　：東六地区連合町内会
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こ
こ
宮
町
は
権
現
町
と
も
い
わ

れ
、
門
前
御
町
通
り
と
し
て
承
応

三 

（
１
６
５
４
） 
年
、
東
照
宮
造

営
で
新
し
く
町
割
り
さ
れ
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
北
五
・
六
番
丁
が

拡
張
さ
れ
た
城
下
北
東
部
第
二
次

拡
張
期
の
と
き
で
、
小
田
原
村
分

で
あ
っ
た
百
姓
た
ち
が
そ
の
ま
ま

住
ん
で
町
屋
敷 

を
形
成
し
、 

門

前
町
と
し
て
だ
け
で
な
く
城
下
北

西
部
町
方
の
要
石
と
し
て
重
視
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
『
仙
台
鹿
の
子
』
は
「
東
照
権

現
大
下
馬
天
和
元
（
１
６
１
５
）

年
、
十
月
、
町
屋
敷
い
つ
る
又

丁
切
下
へ
下
か
り
侍
屋
敷
町
屋

敷
と
な
る
」「
津
田
玄
蕃
大
屋
敷

四
方
百
三
四
十
間
あ
り
延
宝
六

（
１
６
７
８
）
年
、
四
月
わ
り
く

づ
し
小
屋
敷
数
軒
い
づ
る
元
禄
八

（
１
６
９
５
）
年
ま
で
十
八
年
な

り
権
現
丁
の
西
裏
北
三
番
丁
と
の

間
な
り
中
に
東
西
南
北
と
丁
通
る

新
通
り
と
い
ふ
」「
東
照
権
現
門

前
町
百
二
軒
」
と
あ
り
、
ま
た
一

軒
に
つ
き
五
百
文
ず
つ
の
田
地
付

無
年
貢
な
り
と
も
い
わ
れ
、
町
家

を
盛
ん
に
す
る
た
め
の
配
慮
も
な

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

寛
文
絵
図
（
１
６
６
１
～

７
３
）
で
町
の
東
西
に
見
ら
れ
た

亘
理
伯
耆
、
山
本
勘
兵
衛
、
氏
家

勘
左
衛
門
ら
の
大
屋
敷
や
南
端

西
北
の
藩
杉
苗
畑
も
明
暦
年
間

（
１
６
５
５
～
５
８
）
に
は
小
屋

敷
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宮
町
筋
は
城
下
北
東
端
の

侍
大
屋
敷
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
東

裏
側
は
穀
苗
園
や
果
樹
林
も
あ
る

小
田
原
田
圃
と
称
さ
れ
る
田
園
地

帯
で
あ
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
絵

図
を
み
る
と
士
宅
が
廃
さ
れ
た
後

に
門
前
商
人
が
混
在
し
て
い
っ
た

様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　

時
代
ご
と
の
町
勢
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
北
四
番
丁
を
境
に
北
三

町
は
上
御
宮
町
、
南
三
町
を
下
御

宮
町
に
分
か
た
れ
、
町
方
二
十
四

町
に
挙
げ
ら
れ
、
十
九
・
二
十
番

目
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

享
保
八
（
１
７
２
３
）
年
『
仙

台
萩
』
は
両
町
で
百
十
軒
、
安
永

元（
１
７
７
２
）年「
封
内
風
土
記
」

は
百
十
七
軒
市
人
七
百
七
十
九

人
、
寛
政
期
（
１
７
８
９
～

１
８
０
１
）
の
『
城
下
町
数　

家

数
書
上
』
は
上
宮
町
が
百
十
一

軒
と
小
間
六
軒
、
下
宮
町
が
家

二
百
十
七
軒
の
う
ち
蔵
二
十
八
、

弘
化
二
（
１
８
４
５
）
年
『
奥
陽

名
数
』
は
六
町
百
三
十
七
軒
、
嘉

永
五
（
１
８
５
２
）
年
『
切
支
丹

宗
門
改
人
数
』
上
･
下
御
宮
町
が

人
頭
夫
々
五
十
五
・
二
百
六
十
三
、

七
十
六
・
四
百
五
十
で
軒
数
･
住
人

数
共
に
城
下
一
、二
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
ま
こ
と
に
繁
華
な
下
町
の
様

相
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
中
格
を
形
成
し
た

上
宮
町
・
下
宮
町
が
、
新
し
い
住

居
表
示
制
度
に
よ
り
昭
和
四
十
五

年
二
月
一
日
０
・
５
４
２
㎢
、
約

２
、７
０
０
世
帯
、
約
９
、５
０
０

人
、
宮
町
五
丁
目
ま
で
と
表
示
変

更
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
宮
町
、

北
一
か
ら
六
番
丁
、宮
町
東
裏
丁
、

東
六
番
丁
、
車
通
、
長
丁
通
、
錦

町
、
新
名
掛
丁
、
花
京
院
通
、
新

小
路
、
小
田
原
北
一
番
丁
通
、
小

田
原
北
二
番
丁
通
、
杉
山
通
、
楢

木
下
、
小
田
原
袖
振
丁
、
小
田
原

鑓
水
丁
、原
町
小
田
原
字
福
沢
前
、

原
町
小
田
原
福
沢
の
旧
町
の
全
部

あ
る
い
は
一
部
で
区
画
さ
れ
ま
し

た
。
い
ま
宮
町
に
３
、２
４
４
世

帯
５
、６
０
９
人
（
平
成
二
十
二

年
十
月
現
在
）が
住
ん
で
い
ま
す
。

世
帯
の
５
９
・
８
％
が
老
若
の
一

人
住
ま
い
で
す
。

　

い
ま
宮
町
の
東
西
は
Ｊ
Ｒ
線
と

北
仙
台
･
外
記
丁
線
、
南
は
45
号

線
で
大
き
く
仕
切
ら
れ
ま
す
が
、

東
照
宮
、
高
松
、
福
沢
町
、
小
田

原
、
花
京
院
、
錦
町
、
梅
田
町
の

各
町
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
盛
衰
三
五
十
年
。
そ
の

宮
町
地
区
の
《
こ
こ
ろ
》
と
《
か

た
ち
》
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、

明
治
維
新
以
降
、
特
に
昭
和
期
の

変
貌
は
激
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
残
さ
れ
た
、失
っ

た
、
ま
た
新
し
く
生
ま
れ
育
て
ら

れ
た
地
域
の
事
柄
を
取
り
上
げ
な

が
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

仙
台
郷
土
研
究
会　

副
会
長　

　

お
宮
町
歴
史
顧
問
／
伊
勢
民
夫

お
宮
町
界
隈
の
こ
こ
ろ
と
か
た
ち

③現在

②宝暦絵図1760年頃(出典:仙台城下絵図(財)斎藤報恩会蔵)

①寛文絵図1664年頃(出典:仙台城下絵図宮城県図書館蔵)

宮町の歴史
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学
校
の
応
援
団

　「
学
校
支
援
地
域
本
部
」

　

東
六
・
北
六
の
両
小
学
校
に
は
、

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぎ
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
豊
か
に
す
る
地
域
に

よ
る
学
校
応
援
団
「
学
校
支
援
地

域
本
部
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
両
校
で
は
地
域

の
方
々
か
ら
授
業
に
対
し
様
々
な

協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

学
校
支
援
地
域
本
部
の
設
置
に
よ

り
、
学
校
側
と
子
ど
も
達
の
た
め

に
役
立
ち
た
い
と
お
考
え
の
地
域

人
材
と
の
調
整
を
、
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
と
い
う
民
間
の
調
整
役
が

担
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
保

護
者
や
先
生
以
外
の
大
人
と
触
れ

合
う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
朝
の
読
み
聞
か
せ
活

動
。
東
六
小
で
は
一
昨
年
に
一
人

か
ら
始
ま
っ
た
読
み
聞
か
せ
が
、

現
在
で
は
『
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ

さ
く
ら
ん
ぼ
』
と
し
て
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、
毎
週
月
・
木
曜
日
に
活

動
を
行
い
、
全
学
年
の
子
ど
も
た

ち
が
本
や
お
話
の
世
界
に
惹
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
北
六
小
で
も
福

沢
市
民
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
と
保
護
者
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
が
今
年
の
１
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

北
六
小
６
年
生
の
９
エ
コ
バ
ッ

ク
に
よ
る
買
い
物
活
動
は
、
毎
年

自
分
た
ち
で
手
作
り
し
た
エ
コ

バ
ッ
ク
を
持
っ
て
、
商
店
街
の
協

力
店
で
買
い
物
を
す
る
と
も
ら
え

る
「
エ
コ
イ
ン
」
を
集
め
る
活
動

で
す
。
実
施
期
間
中
に
集
め
た
枚

数
に
よ
っ
て
協
賛
い
た
だ
い
た
景

品
と
交
換
し
ま
す
。
今
年
度
は
数

名
の
お
母
さ
ん
が
エ
コ
バ
ッ
ク
作

成
時
に
ミ
シ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

東
六
小
で
は
、
多
数
の
保
護
者

や
地
域
住
民
の
方
が
先
生
方
と
連

携
し
な
が
ら
学
校
教
育
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
が
学
校

生
活
に
慣
れ
る
ま
で
お
手
伝
い
を

す
る
１
年
生
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、
算

数
や
書
写
・
ミ
シ
ン
・
ピ
ア
ノ
な

ど
の
教
科
サ
ポ
ー
タ
ー
、
校
外
学

習
な
ど
の
引
率
サ
ポ
ー
タ
ー
、
校

舎
内
掃
除
を
す
る
ク
リ
ー
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
内
容
も
様
々
。
子

ど
も
達
が
，
地
域
の
大
人
達
と
触

れ
る
こ
と
で
挨
拶
か
ら
会
話
が
で

き
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
築

か
れ
始
め
て
い
ま
す
。

五
城
中
学
校
職
場
体
験
発
表
会

　

五
城
中
学
校
で
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
２
年
生
全
員
が
職
場
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11

月
９
日
か
ら
三
日
間
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。12
月
17
日
の
発
表
会
に
は
、

北
六
小
・
東
六
小
の
６
年
生
が
招
待

さ
れ
、
中
学
１
年
生
と
一
緒
に
先
輩

達
の
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
「
マ
ナ
ー
は
必

須
ア
イ
テ
ム
。
マ
ナ
ー
一
つ
で
達

成
感
は
変
わ
る
」「
お
金
の
た
め

で
は
な
く
、
生
き
る
た
め
に
働
く

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
」

「
お
客
さ
ん
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』

と
言
わ
れ
る
こ
と
、
人
々
の
笑
顔

が
充
実
感
に
な
る
」
と
言
う
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
を
聞
い
た

小
学
生
か
ら
は
「
自
分
を
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
仕
事
だ
」「
仲
間
と

協
力
し
て
や
れ
ば
一
人
で
は
で
き

な
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

「
仕
事
は
必
ず
人
の
た
め
に
な
る
」

こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。　
　
　
（
伊
勢
み
ゆ
き
）

地
域
と
学
校
の
か
か
わ
り
を
増
や
す
こ
と
が
、

　
　
　
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る

１
東
六
地
区
連
合
町
内
会

２
東
六
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

３
東
六
地
区
体
育
振
興
会

４
東
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
東
六
地
区
日
赤
奉
仕
団

　

東
六
地
区
で
は
、
以
上
の
五

団
体
が
地
域
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

◇
東
六
地
区
連
合
町
内
会

　

東
六
地
区
25
町
内
会
を
統
括

し
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
や
、
地
域
防
災
対
策
を

柱
と
し
た
体
制
づ
く
り
を
主
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
東
六
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
主
な
活
動
は
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
80

歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
「
ふ
れ

あ
い
配
食
」「
車
い
す
の
貸
し

出
し
」
な
ど
、
東
六
地
区
の
社

会
福
祉
の
拠
点
と
な
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

※
東
六
地
区
日
赤
奉
仕
団
か
ら
の
お
願
い

　
毎
年
５
月
は
日
赤
社
員
増
強
社
費
募

集
の
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

あ
た
た
か
い
社
費
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
東
六
地
区
五
団
体
紹
介
】

東六小学校の一年生へ朝の読み聞かせ

北六小学生がエコインで買い物

地域と学校
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『
さ
ま
ん
』
さ
ん
の
お
店
の
印

象
は
、
外
観
も
店
内
も
ト
リ
ミ
ン

グ
ル
ー
ム
も
明
る
く
綺
麗
、
ペ
ッ

ト
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
雰
囲
気

い
っ
ぱ
い
で
す
。
挨
拶
も
そ
こ
そ

こ
に
『
店
名
の
由
来
に
つ
い
て
』

聞
き
ま
し
た
。

　
「
私
の
父
が
万
二
と
い
い
ま
し

て
、
創
業
に
あ
た
っ
て
姓
の
佐
藤

の
佐
（
さ
）
と
名
前
の
万
二
を
取

り
合
わ
せ
て
『
さ
ま
ん
』
と
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
二
代
目
が
お
母
様
、

佐
藤
広
行
さ
ん
で
三
代
目
、
平
成

23
年
４
月
で
創
業
52
周
年
を
迎
え

る
そ
う
で
す
。

ペ
ッ
ト
は
ト
リ
ミ
ン
グ
を

喜
ん
で
い
る
？

　
「
答
え
は
イ
エ
ス
で
す
。
犬
の

状
態
に
よ
っ
て
は
、
か
ゆ
い
と
こ

ろ
が
シ
ャ
ン
プ
ー
で
ス
ッ
キ
リ
す

れ
ば
喜
ぶ
だ
ろ
う
し
、
な
に
よ
り

も
犬
が
綺
麗
に
な
っ
た
こ
と
を
飼

い
主
が
喜
ぶ
と
、
そ
の
喜
ん
で
い

る
姿
を
見
て
ペ
ッ
ト
が
喜
び
ま

す
。
犬
に
は
人
間
の
気
持
ち
が
伝

わ
る
の
で
す
」と
力
強
い
説
明
に
、

我
々
取
材
班
は
大
い
に
納
得
。

絵
手
紙
が
つ
な
ぐ

　

店
内
に
佐
藤
さ
ん
直
筆
の
絵
手

紙
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
『
絵
手
紙
を
描
か
れ
た
き
っ
か

け
』
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
３
年
ほ
ど
前
に
、
お
客
様
と

そ
の
ペ
ッ
ト
と
の
深
い
絆
を
感
じ

て
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧

き
、
思
わ
ず
筆
を
執
り
た
く
な
り

ま
し
た
」
と
の
事
。
佐
藤
さ
ん
は

し
き
り
に
謙
遜
な
さ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ど
れ
も
個
性
的
で
豊
か
な

表
情
、
見
て
い
る
だ
け
で
心

が
癒
さ
れ
ま
す
。ち
な
み
に『
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
・
さ
ま
ん
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ブ

ロ
グ
、「
ペ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
ワ

ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
！
」
で
こ
の
絵

手
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
お
話
を
伺
っ
て
い
る

と
、
宮
町
に
対
す
る
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
伺
え
ば
、
宮

町
商
店
街
振
興
組
合
の
理
事
長
を

な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
事
。

宮
町
を
つ
な
ぐ

　
「
宮
町
で
は
、
売
る
人
と
買
う

人
が
顔
な
じ
み
に
な
り
、
ま
た
お

客
さ
ん
ど
う
し
も
知
り
合
い
に
な

り
、
普
段
か
ら
商
店
街
が
人
と
人

を
繋
げ
る
役
目
を
果
た
し
て
い
ま

す
。山
形
県
西
川
町
の
産
直
市『
月

山
の
市
』
が
毎
月 

２
回
滞
り
な

く
開
催
さ
れ
た
の
も
、
も
と
も
と

人
々
の
温
か
い
結
び
つ
き
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
「
人
の
縁
が
つ
な
が
っ
て
い
く

温
か
い
地
域
」、
映
画
『
三
丁
目

の
夕
日
』
で
描
か
れ
た
わ
ず
ら
わ

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
助

け
助
け
ら
れ
る
人
間
模
様
が
残
っ

て
い
る
の
が
宮
町
の
魅
力
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
宮
町
に
住
む
人
々
の

絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
に
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
宮
町
商
店
街
振
興
組
合
の
役

員
の
皆
様
か
ら
推
薦
さ
れ　

宮
町

の
理
事
長
（
平
成
22
年
）
に
就
任

致
し
ま
し
た
。
私
は
、
宮
町
商
店

街
が
良
く
な
る
に
は
、
地
域
の
活

性
化
が
、
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ

の
課
題
解
決
に
は
、
町
内
会
や
学

校
な
ど
多
く
の
団
体
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
と
も
に

歩
む
こ
と
が
、
一
番
だ
と
感
じ
て

ま
す
」。
取
材
班
が
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
た
の
は
こ
の
溢
れ
出
る
情
熱

だ
っ
た
の
だ
と
、
ま
た
ま
た
大
納

得
。
最
後
に
、【
心
の
応
援
歌
】
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
即
座
に「
映
画
ロ
ッ

キ
ー
の
テ
ー
マ
」
と
力
強
く
答
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
想
い
を
熱

く
語
る
佐
藤
さ
ん
と
ロ
ッ
キ
ー
の

曲
は
あ
ま
り
に
も
ぴ
っ
た
り
。
大

い
に
納
得
し
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
け
ば
我
々
取

材
班
は
完
全
に
佐
藤
さ
ん
の
オ
ー

ラ
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

（
佐
藤
正
則
）

【
情
報
提
供
の
お
願
い
】

「
０
３
８
突
撃
隊
」
の
記
事
に
相

応
し
い
情
報
を
提
供
く
だ
さ
い
。

編
集
部
「
０
３
８
突
撃
隊
」
ま
で

  

『
さ
ま
ん
』
さ
～
ん
！

「
こ
の
人
・
こ
の
技
」
を
テ
ー
マ
に
取
材
先
を
検
討
し
て
い
た
ら
、

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
ら
し
か
ら
ぬ
『
さ
ま
ん
』
と
い
う
店
名
が
気
に
な
っ
た

我
々
突
撃
隊
。
い
ざ
突
撃
！

「㈲ペットショップ・さまん」代表取締役の
佐藤広行さんと奥さんの佳美さん

手描きの絵手紙

038 突撃隊！
人？ 物？ 場所？ 調べる・伝える

◆コラム◆　ペットの埋葬について
　自治体によってたとえ自宅の庭であろうとも、亡くなったペットを地中に埋め
ることは確か違法となっている所もあります。仮に許可されている自治体であっ
ても、自分の土地だとしても充分な深さをとって埋葬し、しっかりと管理しなけ
ればなりません。埋め方が不十分だと、日数が経つにつれて臭いが漏れたり、他
の動物に掘り起こされたりして、近隣に迷惑をかけるからです。そうなると「違っ
た意味での問題」が発生してきます。
　なお、犬については、死亡後３０日以内に市町村長に死亡した旨を届出なけれ
ばならない事が、狂犬病予防第四条で定められています。違反すると２０万円以
下の罰金に処されます。

ペットショップ「さまん」



7 お！宮町フリーペーパー　038press 

の
数
々
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

復
元
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
美

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

延
壽
院
の
敷
地
の
中
に
は
、
交

通
事
故
な
ど
で
命
を
落
と
し
た
猫

た
ち
の
慰
霊
塚
も
あ
り
ま
す
。

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
に
ほ
っ
と

一
息
つ
き
た
い
時
、
ぶ
ら
り
と
出

か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

☆
ひ
と
く
ち
メ
モ
☆

　

延
壽
院
の
山
本
峰
聖
ご
住
職

は
、
仏
師
で
も
あ
り
ま
す
。
精
巧

な
仏
像
を
何
体
も
作
ら
れ
、
高
度

な
知
識
と
技
術
が

必
要
と
さ
れ
る
古

い
仏
像
の
修
復
も

手
が
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
住
職
は
「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」

も
続
け
て
お
り
、
泉

中
央
駅
の
バ
ス
プ
ー

ル
に
立
ち
恵
ま
れ
な

い
人
々
の
た
め
托
鉢

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
だ
や
か
な
語
り
口
で
優
し

い
お
人
柄
の
ご
住
職
で
す
。
で

も
、
仏
像
制
作
に
使
う
道
具
（
カ

ン
ナ
）
の
話
に
な
っ
た
ら
、
ご

住
職
さ
ん
の
目
が
少
年
の
よ
う

に
キ
ラ
ッ
と
輝
き
ま
し
た
。

（
佐
藤
康
子
）

　

仙
山
線
東
照
宮
駅
の
近
く
、
梅

田
川
沿
い
に
あ
る
延
壽
院
。
交
通

量
の
多
い
宮
町
通
り
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
り
な
が
ら
、
山
門
を
く
ぐ
る

と
そ
こ
は
別
世
界
で
す
。
緑
豊
か

な
木
々
に
包
ま
れ
静
か
で
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
に
、
思
わ
ず
深
呼
吸

し
た
く
な
り
ま
す
。

　

延
壽
院
は
、万
治
３（
１
６
６
０
）

年
、
仙
岳
院
の
傍
院
と
し
て
建
立

さ
れ
、
本
尊
は
「
阿
弥
陀
如
来
」

で
す
。
文
政
元
（
１
８
１
８
）
年

５
月
に
焼
失
し
ま
し
た
が
、
文
久

元
（
１
８
６
１
）
年
に
再
建
さ
れ
、

同
時
に
浄
円
坊
の
木
彫
像
一
体
を

造
り
「
浄
円
坊
大
権
現
」
と
し
て

祀
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

浄
円
坊
大
権
現
は
、
元
禄
の
頃

の
「
浄
円
」
と
い
う
名
前
の
修
行

僧
で
、
韋
駄
天
の
よ
う
な
足
を
持

ち
、
師
が
臨
終
の
時
に
好
物
の
最

上
の
豆
腐
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、

即
座
に
最
上
ま
で
往
復
し
豆
腐
を

持
っ
て
帰
り
師
に
喜
ば
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
人
で
す
。
76
歳
で

亡
く
な
る
ま
で
に
、
羽
黒
ま
で

２
３
８
回
も
往
復
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
霊
験
を
た
た
え

「
浄
円
坊
大
権
現
」
と
尊
称
し
て
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
円
坊
大
権
現

に
は
、
足
の
病
を
治
す
御
利
益
が

あ
る
と
さ
れ
、
ス
リ
ッ
パ
や
わ
ら

じ
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

11
月
28
日
の
浄
円
の
命
日
に
は
、

護
摩
を
焚
き
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
円
が
羽
黒
山
か
ら
背

負
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
「
い
ぼ

神
尊
石
像
」
は
、
い
ぼ
取
り
の
信

仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
い
ぼ
を
取

り
た
い
人
は
、「
い
ぼ
神
尊
石
像
」

の
前
に
置
か
れ
て
い
る
石
を
自
分

が
取
り
た
い
い
ぼ
の
数
だ
け
持
ち

帰
り
、
成
就
し
た
ら
倍
の
数
の
石

を
元
の
場
所
に
お
返
し
し
ま
す
。

　

延
壽
院
の
本
堂
と
地
蔵
堂
は
仙

台
市
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
堂
に
あ
る
１
０
８
枚

の
絵
天
井
は
、
だ
い
ぶ
退
色
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
完
成
し
た

当
時
は
極
彩
色
の
す
ば
ら
し
い
絵

本堂内の浄円坊大権現

延壽院正面の入り口 本堂の横には履物が… 延壽院の山本峰聖住職

宮町今昔 vol.01

延え
ん
じ
ゅ
い
ん

壽
院

「
い
ぼ
取
り
信
仰
」
と
「
韋い
だ
て
ん

駄
天
」



印
刷
　
ハ
リ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

０
３
８
プ
レ
ス　

発
行　

お
宮
町
地
域
情
報
編
集
局

編
集
後
記

◆
以
前
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
応
援
に
行
っ
た
時
、
何
度
か

お
見
か
け
し
て
い
た
托
鉢
中
の
お
坊
さ
ん
。
興
奮
し
て

通
り
過
ぎ
る
ベ
ガ
ル
タ
ゴ
ー
ル
ド
達
の
中
、
静
か
に
立

つ
黒
い
袈
裟
の
お
坊
さ
ん
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
お

坊
さ
ん
が
な
ん
と
延
壽
院
の
ご
住
職
で
し
た
。
不
思
議

な
ご
縁
に
感
謝
で
す
。

◆
突
撃
隊
は
、
宮
町
の
「
気
に
な
る
？
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
深
く
掘
り
下
げ
る
部
隊
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
任
務
は
人
生
初
体
験
で
す
が
、
隊
の
皆
様

に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
読
者
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

記
事
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
有
志
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
早
１
年
。
メ
ン
バ
ー
で

意
見
交
換
な
ど
を
何
度
も
重
ね
な
が
ら
、
無
事
創
刊
準

備
号
が
発
行
と
な
り
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
読
ん
で
下
さ
る
皆
様
に
満
足
頂
け
る
情
報
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
４

回
発
行
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
！   

◆
私
達
は
東
照
宮
の
門
前
町
、お
宮
町
の
現
在
・
過
去
・

未
来
、
そ
の
時
々
の
目
撃
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
照

明
を
当
て
掘
り
下
げ
記
録
し
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
事
、
そ
し
て
「
安
全
安
心
」　
「
住
ん
で
よ
し　

訪

れ
て
よ
し
の
街
」
お
宮
町
の
街
づ
く
り
に
広
く
関
わ

り
を
持
ち
皆
様
と
共
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

佐
藤
康
子

 

安
藤
茉
美

編
集
長　

千
葉
富
士
男 

佐
藤
正
則

０お

み

や
３
８
プ
レ
ス
創
刊
に
あ
た
っ
て

　

私
が
連
合
町
内
会
長
に
就
任
し
た
６
～
７
年
程
前
は
、

町
々
の
繁
華
街
の
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
化
現
象
が
深
刻
な

社
会
問
題
と
し
て
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は

実
に
多
種
多
様
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し

た
風
潮
感
染
を
防
ぎ
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め

に
は
「
我
々
連
合
町
内
会
と
し
て
何
が
出
来
る
か
」
を
重
要

課
題
と
し
、連
合
町
内
会
、主
要
団
体
に
加
え
、地
域
有
識
者
、

商
店
街
振
興
組
合
、
東
六
小
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
よ
る
選
任
者
で

構
成
す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
て
検
討
し
て
来
ま
し
た
。
結
論
は
、
こ
の
地
域
を
「
安

心
安
全
で
楽
し
く
住
み
良
い
ま
ち
」に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

一
歩
一
歩
着
実
に
政
策
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
連
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
東
六
夏
ま
つ
り
「
万
燈

会
」
と
学
区
民
運
動
会
に
加
え
て
、
東
六
小
校
庭
の
エ
ド
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
を
愛
で
な
が
ら
の
音
楽
会
を
開
催
し
て
老
若
男

女
の
憩
い
と
交
流
を
通
じ
て
の
自
然
的
な
郷
土
愛
を
育
ん
で

行
く
場
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
で
六
回
目
を
迎
え
る

事
に
な
り
ま
す
。
更
に
本
委
員
会
の
取
り
組
み
が
、
平
成
21

年
度
よ
り
「
青
葉
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
」

の
対
象
と
な
り
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
検

討
し
た
結
果
「
心
の
通
い
合
う
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
に

は
「
こ
の
地
域
の
色
々
な
情
報
の
発
信
と
共
有
」
が
必
要
と

の
考
え
か
ら
東
六
地
区
の
全
世
帯
に
配
布
す
る
地
域
情
報
誌

を
発
行
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
誌
は
年
４
回
発
行
（
予
定
）
で
、『
０
３
８(

お

み
や)

プ
レ
ス
』
と
名
付
け
ら
れ
、
す
で
に
六
ヵ
月
間
の
専

門
家
に
よ
る
取
材
編
集
力
向
上
の
講
習
を
受
け
た
当
地
区
の

住
民
を
中
心
と
し
た
市
民
記
者
が
、
編
集
委
員
会
を
設
立
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
お
手
元
に
お
届
け
し
た
創
刊
準
備
号
は
、
青
葉
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
協
力
の
も
と
、
編
集
委
員
の
方
々
の

情
報
誌
発
行
目
的
を
踏
ま
え
て
の
真
摯
な
努
力
、
そ
し
て
連

町
の
地
域
発
展
へ
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
と
共

に
、
東
六
地
区
の
今
後
に
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

東
六
地
区
連
合
町
内
会　

会
長    

海
老
一
朗

主筆／海老一朗　　　編集長／千葉富士男
編集委員／阿部卓弥、安藤耕平、安藤茉美、伊勢みゆき、加藤久枝、加納実、菅野成寛、がんじー、菊池ゆう子、木村くみ、佐藤正則、佐藤康子、
佐藤靖、永田良治、南部正人、針生一平、針生英一、藤本保之、松本匠充、吉田まとみ（50 音順）
歴史顧問／伊勢民夫　　　アドバイザー／内海睦夫
協力／東北工業大学　ライフデザイン学部

　お宮町の昔の写真、逸話など、 この街の情報を募集いたします。 
　右の連絡先まで情報をお寄せ下さいませ。
　封書またはメールにて募集 

お！宮町地域情報編集局
Tel: 022-225-7211(代)　Emai: ohmiyamachi@gmail.com
〒 980-8701
　仙台市青葉区上杉 1-5-1 青葉区まちづくり推進課内

学校行事予定 (2011 年 3 月～ 6 月 )
* なお、2 月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承下さい

編集局からのお願い

編集メンバー

3 月 18 日（金）平成 22 年度卒業式
4 月 08 日（金）入学式
5 月 28 日（土）運動会

◇東六番丁小学校

◇北六番丁小学校
3 月 18 日（金 ) 卒業式
4 月 08 日（金）入学式
4 月 23 日（土）PTA 総会
5 月 09 日（月）家庭訪問開始
5 月 18 日（水）交通安全教室

3 月 11 日（金）卒業証書授与式
3 月 25 日（金）第１回新入生予備登校
4 月 07 日（木）第２回新入生予備登校・新入生用品販売
4 月 11 日（月）入学式
4 月 26 日（火）教育課程説明会・PTA 総会・学年総会・学級懇談会
5 月 09 日（月）授業参観デー・部活動保護者会（五城学区民参観可能）
5 月 25 日（水）5 のつく日授業参観日（五城学区民参観可能）
6 月 25 日（土）休日授業参観日（五城学区民参観可能）

◇五城中学校

◇常盤木学園
3 月 01 日 ( 火 ) 卒業式　常盤木学園松良記念館
4 月 07 日 ( 木 ) 入学式　常盤木学園松良記念館
5 月 11 日 ( 水 ) 避難訓練　14：00 頃
5 月 16 日 ( 月 ) ～ 20 日 ( 金 )　授業参観ウィーク
5 月 23 日 ( 月 ) 創立記念式　常盤木学園松良記念館 13:00 頃

アエル株式会社 様
仙台市青葉区中央 1 丁目 3 － 1
TEL : 022-723-8000

この情報誌は、地域の情報発信と共有
を通じ、地域活性化につなげることを
目的としたフリーペーパーです。この
趣旨に賛同いただき、より多くの企業
や団体、個人の皆様がご協賛を通じて
事業を支えてくださいますよう、お願
い申し上げます。

S P E C I A L  T H A N K S 
ご 協 賛 へ 感 謝 を 込 め て


